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1.はじめに  
メタマテリアルとは , 人工的に電磁界を制御できる

物質である . 
 ラジアルラインスロットアレーアンテナとは , 上部

のスロットプレートとその下部にある給電部により構

成される円偏波を励振するアンテナである .また , こ
のアンテナは高利得 , 高効率の平面アンテナである . 
 

2.研究背景  
2.1 メタマテリアル  
 1999 年 に イ ギ リ の Sir John Brian Pendry ら が , 
SRR(Split Ring Resonator)を開発した .SRR を周期的に

配列することにより負の透磁率を実証した .近年 ,メタ

マテリアルを用いたアンテナの研究が活発に行なわれ

ている .本研究では , SRR の得意な動作を解析により明

らかにしていく . 
 

2.2 ラジアルラインスロットアレーアンテナ  
1980 年に東京工業大学名誉教授・拓殖大学名誉教授

の後藤尚久により , 開発された平面アンテナである . 
ラジアルラインスロットアレーアンテナのメリットは、

ラジアルラインスロットアレーアンテナが衛星に搭載

される前に搭載されていたパラボラアンテナは広帯域

であるがお椀型の形をしているため太陽光による熱も

給電部に集熱してしまうデメリットがあったが , ラジ

アルラインスロットアレーアンテナは平面型のアンテ

ナとなっているためパラボラアンテナと比べ給電部に

集熱する事を回避できる . 
今後 , ラジアルラインスロットアレーアンテナは、

円偏波と特性である送信側に円偏波を放射するアンテ

ナを用いた際、受信側のアンテナに直線偏波用のアン

テナであっても -3(dB)下がるが受信することができる

という特性とミリ波帯の特性である伝送する情報量が

多いという特徴から , 屋内設置型超高速無線 LAN へ

の利用が期待できる .  
 

3.研究目的  
本研究では , SRR による 1/4 波長板を解析によりそ

の動作を明らかにし , 導波管スロットアンテナから放

射される直線偏波を 1/4 波長板の動作により円偏波に

変換する事を解析で確認する . 

4. 同軸導波管変換スロットアンテナの解析  
ラジアルラインスロットアンテナの解析を行うた

めに , 給電部構造に用いる 12GHz 同軸導波管変換ス

ロットアンテナの解析を行った .  

 
図 1 スプリットリング共振器  

 
図 2 同軸導波管スロットアンテナ  

5.まとめ  
本研究ではまずラジアルラインスロットアレーア

ンテナの給電部構造に用いられる 12GHz 同軸導波管

変換スロットアンテナの解析を行い解析結果により共

振状態を実現できた .今後の課題として , SRR の共振状

態を解析により実現し , 本解析で出来た同軸導波管変

換器に接続し解析を行いたい . 
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